事例対象アセスメントシート TEACCH編（１）
障害特性・環境・強みの整理シート
氷山モデルとリフレーミング
	具体的な行動



	行動が起きる背景となっている障害特性
	障害特性に影響している環境（どのような状況で問題がおきているのか）

	リフレーミング（障害特性を強みに読みかえる）
	問題が起きにくい環境



強みの整理と支援のアイディア
	その他の支援に活用できそうな強み（できること、得意なこと、好きなこと）＊






	強みを活かした支援のアイディア






*「対象事例アセスメントシート（３）：好みや得意と苦手」「事例対象アセスメンシート（５）：CASアセスメント」の情報もご活用ください
行動問題の背景にある特性と環境（氷山モデルとリフレーミング）例

	具体的な行動
支援者や他利用者につかみかかる、叩く、噛みつく


	行動が起きる背景となっている障害特性
感覚の偏り：視覚的に過敏で人の動きが気になる
感覚の偏り：聴覚的に過敏で他利用者の突発的な声が気になる
感覚の偏り：触覚が過敏で触れられるのが苦手

運動：手先が不器用で細かい作業が苦手

注意・集中：集中できる時間が10分ぐらい
見通し：もしくは終わりの見通しが立たないと不穏になりやすい
	障害特性に影響している環境（どのような状況で問題がおきているのか）
狭い部屋の中にいるときに、他利用者が飛んだり跳ねたり、奇声をあげているとき

受注作業時に、際に支援者が手伝おうとして近づいたり、身体に触れたとき

受注作業の中盤から後半にかけて

	リフレーミング（障害特性を強みに読みかえる）
視覚情報や聴覚情報を整えさえすれば落ち着いて過ごせるかも
ジグなどで受注作業を工夫すれば作業に集中できるかも
すくなくとも10分は集中して作業に取り組める
見通しが立たてば受注作業ができる時間が伸びるかもしれない
	問題が起きにくい環境
朝の体操のとき
ウォーキング（ほぼ１対１）のとき
帰宅間際




強みの整理と支援のアイディア
	その他の支援に活用できそうな強み（できること、得意なこと、好きなこと）＊
マッチングが得意（具体物と文字のマッチングまで可能）、動物が好き、コーヒーが好き、コーラが好き、身体を大きく動かす運動が好き




	強みを活かした支援のアイディア
外でできる作業や活動を増やす、受注作業の場所はパーテーションや家具などを活用して視覚・聴覚情報を整える、マッチングを生かしたジグを作成する、作業の終わりを量で示す、１回の作業の量を減らす、作業→休憩のルーチンを作る、既定の回数こなしたらコーヒーを提供する、またはコーヒーかコーラを選べるようにする


*「対象事例アセスメントシート（３）：好みや得意と苦手」「事例対象アセスメンシート（５）：CASアセスメント」の情報もご活用ください
